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研究成果の概要（和文）：HPV関連中咽頭癌は非関連癌と比べ予後が良好であり、UICCのTNM分類第7版は予後を
反映されなくなった。2017年に改訂される第8版ではHPV関連癌において、新しい分類基準が設けられた。当科症
例にて検討したところ、HPV関連癌において第7版分類では大半がIV期であったが、第8版分類では大半がI期と分
類された。第7版分類による3年粗生存率はI-III期とIV期の間に統計学的有意差を認めなかったが、第8版分類で
はI-II期とIII期の間に有意差を認めた。以上のことからHPV関連癌においては第7版分類では予後が反映されて
いないが、第8版では反映されることが当科症例でも明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The 8th edition AJCC/UICC TNM staging is effective for HPV-related 
oropharyngeal squamous cell carcinoma (OPSCC) after January 1,2017. We retrospectively analyzed 175 
patients with OPSCC treated in Hokkaido University Hospital between 1998 and 2014. Of the 152 OPSCC 
patients, 83 (47.4%) were positive for HPV, and 92 (52.6%) were negative. 3-year overall survival 
rate was significantly lower in the HPV-negative patients with stage III and IV as compared with 
stage I and II. 3-year overall survival rate was not significantly different between stage I-III 
versus stage IV . According to 8th edition AJCC/UICC TNM staging system, 3-year overall survival 
rate was relatively distinguishable between stage I-II and III. The 7th edition AJCC/UICC TNM 
staging system is acceptable for HPV-negative patients, however, unsuitable for HPV-positive 
patients. The 8th edition AJCC/UICC TNM staging system is suitable for HPV-related OPSCC in Japan.
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１．研究開始当初の背景 
頭頸部癌は治療法の進歩により奏効率の改
善はみられたものの、生存率の改善には結び
ついておらず、頭頸部癌の生存率は数十年間
改善されていないのが現状である。この状況
を打破するためには基礎的研究に基づいた
臨床的 break throughが強く求められている。 
頭頸部癌の生存率が改善されない要因の一
つ に 、 頭 頸 部 癌 組 織 の 不 均 一 性
（heterogenity）があげられる。頭頸部癌は
heterogenityが強く、同一ステージ、同一組
織型に対して同様の治療を行ったとしても、
局所再発や遠隔転移、二次発癌が生じてしま
うこともあり、治療成績を低下させている。
頭頸部癌における heterogenity は治療の大
きな障壁となっており、その解明と克服が治
療成績の改善につながるものと思われる。 
２．研究の目的 
中咽頭扁平上皮癌に症例において HPV 関連
癌での予後因子を明らかにする。 
３．研究の方法 
1998 年から 2014 年に当科にて加療を行った
HPV関連中咽頭癌83例を対象に後方視的に検
討を行った。HPV 関連の評価は第 8 版に従っ
て p16 免疫染色にて行った。 
４．研究成果 
HPV 関連癌において第 7 版分類では大半が
IV 期であったが、第 8版分類では大半が I期
と分類された。第 7版分類による 3年粗生存
率は I-III 期と IV 期の間に統計学的有意差
を認めなかったが、第 8 版分類では I-II 期
と III 期の間に有意差を認めた。以上のこと
から HPV関連癌においては第 7版分類では予
後が反映されていないが、第 8版では反映さ
れることが当科症例でも明らかとなった。第
8 版は分類基準が大幅に変わるのでその取扱
いに注意が必要であることを明らかにした。 
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